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用語の解説 
※1　VOC 

Volatile Organic Compounds の略で、揮発性有機化合物の
総称。脂肪に溶ける性質があり、大気中に放出されると肺・皮膚・
眼などから人体に入り、健康に害を及ぼすと考えられている。 

持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の た め に  
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摩擦帯電方式を活用した粉体塗装設備 工場内に設置された排水施設 

揚水浄化設備全景 

ＹＭＦ足利工場 

ＹＭＦ大安工場 

ＹＭＦ境川工場 

横河電機八王子工場 

ＹＭＦ郡山工場 

ＹＭＦ原町工場 

ＹＭＦ毛呂山工場 

安藤電気・湖西事業場 

ＹＭＦ松川工場 

ＹＭＦ三重工場 

自主調査 

自主調査 

自主調査 

自主調査 

土壌汚染対策法 

自主調査 

自主調査(土壌汚染対策法施行前) 

土壌汚染対策法 

土壌汚染対策法 

土壌汚染対策法 

YOKOGAWAグループ土壌調査状況 

調査の種類 

済み 

済み 

済み 

済み 

― 

― 

― 

済み 

行政への 
完了報告 

基準値以下 

基準値以下 

基準値以下 

トリクロロエチレンが環境基準超過。浄化作業実施。 

二次調査の結果、テトラクロロエチレン、１．１－ジクロロエタンが 

敷地内で環境基準値超過。2004年浄化作業実施。 

第一種、第二種の詳細調査実施中 

土壌改良工事（鉄粉噴射攪拌）今後は鉄コロイド注入 

基準値以下 

2004年度実施 

2004年度実施 

調査状況 

 第一種特定有害物質 

（11物質）、 

 第二種特定有害物質 

（9物質）、 

 ダイオキシン、油分 

調査対象汚染物質 事業所 
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Xancia
TM

「IPv6 Ready Logo取得」 

TM

化学物質管理システム 

※1　PRTR法 
Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排
出・移動登録制度）。有害性のある化学物質の環境への排出
量を把握することなどにより、化学物質を取り扱う事業者の自主
的な化学物質の管理改善を促進するとともに、化学物質による
環境汚染を未然に防止することを目的として制定。排出量などの
情報を公開することによって社会全体で化学物質の管理を行お
うという制度。 

ＹＭＦ小峰工場 

 

ＹＭＦ甲府工場 

 

 

ＹＭＦ青梅工場 

 

ＹＭＦ駒ヶ根工場 
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ホルムアルデヒド 

銅水溶性塩 
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キシレン 

2003年度ＰＲＴＲデータ（１ton以上） 
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　2003年度、鉛フリーはんだ技術確立を完

了し「XanciaTM」に適用しました。技術確立

には新しいはんだ材料の探索と特性評価に

取り組み始めた1999年から通算すると、4

年の歳月を要しました。その背景には、あら

ゆる実装形態と様々な電子部品について、

どの様なはんだ付け温度条件設定が必要か、

はんだ付けの信頼性はどうなるか、装置に

必要な条件は何か、一つひとつ実験で検証

してきたことなどがあげられます。今回の製

品化はこれまでの苦労がようやく実を結んだ

という感じです。今後YOKOGAWA製品を、

短期間で鉛フリーに転換できるよう生産体

制を整えていきたいと思います。 

有
害
物
質
の
排
除 
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ゼロエミッションとは廃棄物総発生量の99％以上を循環資源化する 

YOKOGAWAグループゼロエミッションの定義 廃棄物排出量売上原単位と削減率（1995年度比） 

法区分 

紙類、梱包材、段ボール等 

生活ごみ、梱包材、木くず 

金属類 

生産ごみ（金属、紙、プラスチック、溶剤、油等） 

ガラス類、コンクリート等の不燃物 

有害物（水銀、はんだくず、アスベスト） 

業者に無害化処理を委託しているもの 

（自社施設での無害化処理は除く） 

生活ごみ（吸いがら、生ごみ、混合紙、落ち葉等） 

梱包材、混合木くず等 

油脂類（廃油、塗料、インク）、感染性廃棄物 

金属、プラスチック等の混合くず 

廃石綿（アスベスト） 

廃棄物の種類 区分 処理 

一般 

 

産廃 

 

特管 

産廃／特管 

 

一般 

特管 

産廃 

特管 

循環資源 

 

 

 
化学処理廃液量 
（減容化量） 

 

焼却廃棄物量 

 

 埋立廃棄物量 

●1％の内容：循環資源化するために環境負荷が著しく増大するもの、または循環資源化
が困難なもの（感染性廃棄物、衛生上困難なもの、アスベスト、蛍光灯等）。 
●廃棄物の中で燃料化、発電、焼却灰再資源化のいずれかに該当すれば循環資源化量
とする。 
注：一時保存のPCB機器は無害化処理時点で廃棄物排出量にカウントする。 
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